
「
革
新
懇
と
は
何
か
、
い
ま
な
ぜ
大
切
か
」
を
大
い
に
語
ろ
う 

大
阪
革
新
懇
学
校
（
５
・
１
７
）
の
成
功
を
ー
代
表
世
話
人
会
開
く 

 
 

 

 

進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会
（
大
阪
革
新
懇
）
は
三
月
二
十
九

日
、
代
表
世
話
人
会
を
大
阪
市
内
で
開
き
、
革
新
懇
の
拡
大
強
化
や
「
大

阪
革
新
懇
学
校
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

組
織
拡
大
に
か
か
わ
っ
て
、
い
ま
あ
ら
た
め
て
「
革
新
懇
と
は
何
か
」

を
学
習
し
広
げ
る
こ
と
が
重
要
と
、
こ
の
間
に
行
わ
れ
た
東
大
阪
や
枚

方
革
新
懇
学
習
会
の
経
験
も
出
さ
れ
論
議
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
各
団
体
組
織
の
役
員
が
世
代
交
代
と
な
っ
て
お
り
、
六
十
年
代
、

七
十
年
代
の
統
一
戦
線
運
動
の
経
験
や
革
新
懇
が
生
ま
れ
た
背
景
を

語
る
と
と
も
に
、
国
民
本
位
の
新
し
い
政
治
を
切
り
開
く
二
十
一
世
紀

型
の
革
新
懇
運
動
の
要
は
、
保
守
・
無
党
派
の
人
々
と
日
本
共
産
党
の

共
同
に
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

五
月
十
七
日
（
土
）
に
開
く
「
大
阪
革
新
懇
学
校
」
は
午
前
中
の
講

演
と
問
題
提
起
を
う
け
、
午
後
は
地
域
、
職
場
、
青
年
の
分
散
会
に
わ

か
れ
討
論
す
る
こ
と
、
青
年
の
分
散
会
は
「
青
年
と
政
治
革
新
」
を
テ

ー
マ
に
定
例
的
に
話
し
合
う
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
第
１
回
目
と

し
て
多
く
の
青
年
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
こ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。 

各
地
域
・
職
場
の
三
月
の
活
動
か
ら 

●
地
域
革
新
懇 

○ 

富
田
林
革
新
懇
は
三
月
二
十
四
日
に
ニ
ュ
ー
ス
第
七
十
九
号
を
発
行
、

三
月
十
日
の
憲
法
宣
伝
や
５
・
６
「
九
条
世
界
会
議
」
の
こ
と
な
ど
を
報

じ
て
い
ま
す
。 

○ 

寝
屋
川
革
新
懇
は
三
月
五
日
に
、
消
費
税
を
な
く
す
会
と
共
催
で
、
消

費
税
増
税
反
対
の
宣
伝
行
動
を
行
い
、
十
二
名
が
参
加
、
１
１
９
筆
の
署

名
を
集
約
し
ま
し
た
。
三
月
二
日
に
は
実
行
委
員
会
主
催
で
映
画
「
シ
ッ

コ
」
の
上
映
会
を
開
催
し
、
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
三
月
二
十
九
日

に
は
第
百
十
一
回
目
の
ナ
イ
ン
デ
ー
憲
法
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

○ 

堺
市
民
懇
は
三
月
一
日
に
第
二
十
回
総
会
を
開
催
、
七
十
名
余
が
参
加

し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
薬
害
肝
炎
訴
訟
の
原
告
代
表
・
桑
田
智
子
さ
ん

と
弁
護
団
の
西
念
京
祐
弁
護
士
が
薬
害
肝
炎
訴
訟
の
報
告
を
行
い
、
沢
山

の
質
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
「
イ
ー
ジ
ス
艦
衝
突
事
故
に
強
く

抗
議
す
る
」
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
な
お
堺
市
民
懇
は
こ
の
間
に
会
員

拡
大
を
精
力
的
に
取
り
組
み
、
五
十
七
人
拡
大
し
、
さ
ら
に
百
人
拡
大
に

む
け
奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

○ 

枚
方
革
新
懇
は
三
月
二
十
七
日
に
「
革
新
懇
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
学

習
会
を
開
き
、
は
じ
め
て
革
新
懇
の
話
を
聞
く
と
い
う
人
を
含
め
、
十
八

名
が
参
加
、
大
阪
革
新
懇
の
金
治
事
務
局
長
が
講
演
し
ま
し
た
。
六
月
十

四
日
に
年
次
総
会
を
開
催
、
記
念
講
演
は
藤
永
延
代
さ
ん
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

○ 

河
内
長
野
革
新
懇
は
三
月
十
五
日
に
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
．
５
２
を
発
行
、

河
内
長
野
市
立
小
・
中
学
校
全
校
へ
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
反
対

の
申
し
入
れ
行
動
の
こ
と
な
ど
を
報
じ
て
い
ま
す
。 

○ 

大
阪
市
・
住
吉
革
新
懇
は
三
月
二
十
二
日
に
年
次
総
会
を
開
催
、
鰺
坂

真
さ
ん
が
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
で
は
「
３
・
２
３
沖
縄
県
民

大
会
に
連
帯
し
て
米
兵
に
よ
る
あ
い
つ
ぐ
暴
行
事
件
に
厳
重
に
抗
議
し
、

米
軍
基
地
の
縮
小
・
撤
去
を
強
く
求
め
る
」
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。 

○ 

高
槻
革
新
懇
は
三
月
二
十
九
日
日
（
土
）
に
、
高
槻
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
、
高
槻
革
新
懇
第
一
回
憲
法
講
座
「
戦
争
・
平
和
・
憲
法
」
を
開
き

ま
し
た
。
講
演
は
鳥
谷
芳
男
さ
ん
（
元
府
立
高
校
校
長
）
と
橋
本
恵
美
子

さ
ん
（
元
市
会
議
員
）
が
行
い
ま
し
た
。 

●
職
場
革
新
懇 

○ 

憲
法
を
行
政
に
生
か
す
大
阪
の
会
は
、
三
月
十
三
日
、
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
．

３
９
を
発
行
、
第
一
回
世
話
人
会
の
記
事
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
四

月
月
九
日
に
は
「
熱
血
ト
ー
ク
＆
花
見
」
も
行
い
ま
す
。
知
事
選
挙
の
中

で
会
へ
の
入
会
を
よ
び
か
け
、
運
輸
の
職
場
で
三
十
人
拡
大
し
ま
し
た
。 

○ 

大
阪
損
保
革
新
懇
は
三
月
十
七
日
に
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
．
９
２
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
の
間
に
開
い
た
「
保
険
と
共
済
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
」
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
に
は
二
十
六

名
が
参
加
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
報
告
や
パ
ネ
ル
報
告
の
大
筋
が
討

議
さ
れ
、
多
く
の
仲
間
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

○ 

証
券
・
北
浜
革
新
懇
は
３
月
に
「
証
券
・
北
浜
革
新
懇
だ
よ
り
」
三
月

号
を
発
行
し
、
四
月
十
六
日
に
開
く
、
知
り
た
い
・
し
ゃ
べ
り
た
い
シ
リ

ー
ズ
Ｐart

７
の
案
内
や
五
月
二
十
四
日
の
「
平
野
さ
ん
ツ
ア
ー
」
の
案
内

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
革
新
懇
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い 

 

「
ヤ
フ
ー
」
で
も
「
グ
ー
グ
ル
」
で
も
、
「
大
阪
革
新
懇
」
と
入
力
し
検
索

す
れ
ば
、
す
ぐ
開
き
ま
す
。
み
ん
な
で
つ
く
り
、
豊
か
に
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
の
で
、
「
投
稿
欄
」
を
利
用
し
、
地
域
・
職
場
の
活
動
報
告
、
「
書

評
」
や
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
大
い
に
投
稿
下
さ
い
。
写
真
は
大
歓
迎

で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ア
ド
レ
ス
は http://kakusinkon.com

 

大 

阪 

革 

新 

懇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス 

 
第 158 号 

 
08.4.1 

 

  

大
阪
革
新
懇
事
務
局 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
（
６
３
５
７
）
５
３
０
２ 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６
（
６
３
５
７
）
９
４
１
０ 

http://kakusinkon.com/

